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研究実績の概要 （ 600～ 800字 で 記 入 。 図 、 グ ラ フ 等 は 記 載 し な い こ と 。 ）  

 

 予 算 的 制 約 か ら 、 情 報 セ キ ュ リ テ ィ の 数 理 、 数 理 情 報 や デ ー タ の 視 覚 化 と 共 有 の う ち 、

情 報 セ キ ュ リ テ ィ の 数 理 を 中 心 と し た 。 各 専 門 分 野 の 結 果 を 情 報 数 理 に 統 合 し 、 そ の 応 用

と し て 新 し い 暗 号 系 の 提 案 や 特 許 取 得 、 試 作 品 ソ フ ト ・ ハ ー ド 製 作 を 目 指 し た 。 具 体 的 に

は (1)双 線 形 写 像 を 用 い た 楕 円 曲 線 暗 号 の パ ラ メ ー タ 設 定 、 (2)数 体 を 用 い た 量 子 公 開 鍵 暗

号 の パ ラ メ ー タ 設 定 、 (3)離 散 対 数 問 題 を 高 速 に 解 く 方 式 の FPGA実 装 、 を 行 う 事 と し た 。  

ま ず (1 )に 関 し て は 、 双 線 形 写 像 計 算 、 そ れ に 必 要 な 多 項 式 計 算 、 そ れ ら を 用 い た 有 限

素 体 上 の 有 理 点 の 群 構 造 計 算 の M A G M Aプ ロ グ ラ ム に よ り 、 具 体 的 な 楕 円 曲 線 の 双 線 形

写 像 の 値 に つ い て 、 数 値 実 験 を 繰 返 し た 。  そ れ に 基 い て 、 ペ ア リ ン グ ベ ー ス 暗 号 に 適 し

た 楕 円 曲 線 E Cを 構 成 す る 、 既 知 の 方 法 を 拡 張 し た ア ル ゴ リ ズ ム を 提 案 し て 、 各 種 ペ ア リ

ン グ ベ ー ス 暗 号 に 使 え る 新 し い  EC 族 を 生 成 す る 事 に 成 功 し 、 こ の 特 許 を 申 請 し た 。  

 次 に (2)に 関 し て は 、 有 理 数 体 と 虚 二 次 体 の 場 合 に 、 量 子 公 開 鍵 暗 号 の パ ラ メ タ 生 成 、

暗 号 化 、 復 号 化 を 実 行 す る プ ロ グ ラ ム を 、 中 村 研 究 室 で 開 発 中 の 数 論 シ ス テ ム N Z M A T H

に 実 装 し 実 験 し た 。  そ れ に よ り 量 子 計 算 機 を 使 う 部 分 以 外 で 、 鍵 生 成 が 低 速 で あ る 事 を

確 認 し た 。  そ こ で 、 鍵 生 成 順 序 の 変 更 を 提 案 し て 実 装 し 、 高 速 化 を 実 現 し た 。  ま た 、 こ

の 暗 号 系 の 安 全 性 は ナ ッ プ サ ッ ク 問 題 の 密 度 や 擬 密 度 に よ り 保 証 さ れ る が 、 従 来 方 式 に よ

れ ば 密 度 は 十 分 高 い が 擬 密 度 が 低 い 事 を 調 べ 、 こ れ 迄 の 様 に 素 数 の 法 で は な く 、 合 成 数 の

法 に よ る 暗 号 系 を 提 案 し 、 個 々 の ナ ッ プ サ ッ ク 問 題 は 擬 密 度 も 低 く で き る 事 を 示 し た 。  

 最 後 に (3)に 関 し て は 、 福 永 研 究 室 で 経 験 が あ る F P G A実 装 を し た 。 ま ず B S G S法 は 値

を 大 量 に 保 存 す る た め 実 用 的 で は な い 。 そ こ で 、 単 純 に 乗 算 を 反 復 す る 方 法 を 実 装 し た が

十 分 な 効 果 は 得 ら れ て い な い 。 今 後 ρ 法 な ど の 値 の 保 存 が 不 要 な も の を 実 装 し て ゆ く 。  
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